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swampy areaほ数百万haに達している。ここで

tidal irrigationが計画されているが，土木技術者

は成功するといい， agronomistは成功をあやぷ

んでいる。しかし八郎潟を見て確信をもった。

Tidal irrigationほ川をつなぐ横の canal作り，

さらに secondaryTerti江 ycanal作り，潮の満千

を利用して灌湛水，排水をくりかえす方法。

4 Bandong IこInstituteof Hydrolic Engineeringあ

り， Hydrology,Hydro lies, Hydro lie structureの

三部より成り， 20人の研究者をもつ建設省より谷

本氏が来ていたが任期が終了した。UNDP/SFPro-

ject (4年）が出来て Projectmanager 1人が着任

した。 Expert,equipment, trainingが内容である。

5 インドネシアでぱ Erosioncontrol of volcanic 

areaが大問題。 :¥'lerapiも5年ごとに eruption,山

版に堆積した火山灰が雨季ごとに下流に保入して

水利施設などを破壊する。東ジャバの Kelud山

インドネ・ンアの公共事業省の機楷

も同様。

1963年 Bali島で eruption あり，今日までな

お影響している。日本から砂防の専門家が来たこ

とがある。平塚の農業土木試験場でも volcanic

areaの erosioncontrolの研究をやっているので．

インドネシアから 2人を研修によんでほしい

(OTCAに要詰するつもり）。

6) 海岸線保護の研究modelを土木試で見た。 Java

の南海岸でほ問題．風による河口堆放が起り．毎

年人力で水路をほっている。

7) 豊川用水では Farmer'sAssociation, とくに水

利組合に興味があった。これはインドネシアに

はないが是非浮入する必要がある。インドネシ

アでは水利毀の支払などはない。クジム Project

(3,600 ha)は ADB資金で三祐が工事， 150ha

の PilotFarmを Ministryof Agricultureの仕

事で行なっている。これにも試用したい。

・l¥linistry 
Ministry of Public Works and Power (INDONESIA) 

l 
I Directorate-General 

Direct,,r-General 

I 
Assistant Director-Genl・ral 

Roads and 
Bridges 

I 
¥¥'ater Resources 
Development 

I 
Planning and 
Construction 

Electric 
Power 

Dirl•ctoratt! Irrigation Rivers and Logiaties 
Swampy Areas 

Direct01・ 

Planning and Institute of 
Programing Hydraulic 

Engineering 
(Bandung) 

マダガスカ）レの農業

坂 田 公 男

このたびは，東南アジア地域外の熱帯戯業研究をみ

てくるようにとの，大へんラッキーな，あるいはむつ

かしい任務をうけて，昨年 11月25Ll, 羽田を発ちま

した。ホンコンと，ナイロビでそれぞれ一泊して， 27

IIにナイロビ発のマダガスカル航空に乗りましたが，

ナイロビまでぱ楽にきけた機内放送が，これからはフ

ランス語，マダガスカル語，英語で， しかも英語放送

もまことに聞きづらく，いよいよ苦労が始まるかとII.I:

をきめたことでした。首都クナナリプの空港にほ，幸

いにも連絡していた IRAM(マダガスカル農業研究

所）のフランス人所長が迎えにきており，流ちょうな

彼の英語で助かりました。ホテルも予約してあり，さ

しあたっての心配は消えましたが，フランス語がしゃ

ペれないことは，それからしばらくの間困りました。

首都クナナリプ（探蒻 1,300m)近郊の稲作試験，

畑作試験をみせてもらい， IRAMの仕事を紹介しても

らったりして， 10日後には，タナナリプの 300km北

にあるマダガスカル蚊大の湖アラウートのほとりの，
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農村風景 タナナリプ近郊

もと IRAMの本部，いまイネ試験場にきました。飛

行機滑走路も場内にある広い試験場ですが，イネのほ

か， トウモロコシ，ラッカセイ，マニオク（キャッサ

バ）， 飼料作物の試験も行なわれ， 試験の大半は育種

選抜です。研究所では，島内から送られてくる土壌の

pH, 置換容量， 腐植含駄， 肥料要素分析を事業的に

行なっており，研究所というよりも事業所，育種試験

地といった方がふさわしいかも知れません。これは，

あとにのぺるマダガスカルの農業の実情から考えると

十分だと思います。所員のフランス人で，もっと基礎

試験をやりたいけれども， !RAMでみとめてくれない

といっている人もいますが……

マダガスカル島はインド洋の南西に位する世界第4

の大島で， 日本全土の 1.6倍， 1960年にフランスか

ら独立しましたが，政治の要所や利権は，あいかわら

ずフランスに握られているようです。島の形が北東か

ら南西にのびて細長く， 人口 7千万， 人口密度約 10

人/k面で，南アメリカ，アフリカなみです。 この島

は北東から南西に並行してのびる 3地域に分けられ，

中央に山地（平均標高 1,200~ 1,500 m)があり，この

山地は東部で海にせまっているので，インド洋岸には

平均幅約 50kmの狭い海岸平野が続き，年中降雨に

恵まれた熱帯雨林地帯で，東南アジアの熱帯雨林地帯

と同様な作吻：,.1イネ， サトウキビ， コーヒー， カカ

ォ，ココヤシ，コショウ，それに世界一品質のよいバ

ニラが作られており，年雨址3,000mmをこす地帯で

す。山地の西側はゆるやかに傾斜し，モザンビーク海

峡に沿って幅 100km~200 kmの海岸平野があります

が，北ないし北西から吹く季節風（雨期 10月~.. 月）

は中央山地にはばまれてフェーン現象を生じ，南西部

ほ年雨且300mm以下の半砂漠地帯をなしています。

中央の麻原地帯では， 5月~9月の乾燥した冷涼期

(6月， 7月クナナリプで，まれに垢がおりる）と，

10~4月の雨期があり， l,500mm(日本の中部地帯と

ほぽ似た）の雨址があります。西部ほ牧畜を主とし，

ゼプー，いわゆるコプ牛が人口の 3f音いるといわれて

いますが，飼料作物を作るわけでもないし，洋牛や和

牛だったら，とうてい育たないような野草を食って生

育しています。こんな粗食の肥育効率の悪い原始的な

育て方（もっとも飼育している方も原始的な生活をし

ていますが……）をされながら，肉ほ結構やわらかく

てうまいです。

中部山地は，イネ， トウモロコシ，マニオク（キャ

ッサバ）， ラッカセイの産地になっており， バナナ，

マンゴーの熱帯果樹と，モモ，アンズ，青リンゴが並

んでいます。

いま，私が住んでいるアラウート湖 (20万ヘククー

ル）のほとりの沖租土地帯では，イネ，丘陵地はトウ

モロコシ，マニオク，ラッカセイの大産地になってお

り，フランスの植民によるコロニーがあり，ヨーロッ

，，ミ式大農法でイネの栽培をしています。

マルガッシュ（マダガスカル人）の人種構造は複雑

で，アフリカ，インド，マライ，メラネシアに由来す

る諸要素が混入し，日本人によく似たメリナ族は首都

クナナリプをはじめ，中部山地に多く住み，かつての

王族をはじめ，政治，経済をメリナ族でにぎって，他

の人種をおさえ，その農民はイネ作りを主にやってい

ますが，マラヤ系といわれています。いま，私のいる

アラウート湖のほとりは，アフリカ黒人系のシアナク

（カンボディアのシアヌーク殿下によく似た名前）族

がイネ，マニオク， トウモロコシ作りをしています。

大別して 16種族あるとのことですが， 私にはマラヤ

系と，アフリカ系くらいしか区別できません。

家は，ラテライト土壌のところでぱ，真赤なドロ壁

に草荘きの屋根ですが，海岸地帯などドロが得られな

いところでは，あしの一種（パビルス），やしの葉柄，

・ヽ
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国花であるボインセチアの茎，火烙木， ミモザ，アカ

シャなどを壁材料にしていますが，その建物はフィリ

ピンの炭村よりもみじめな惑じがします。

フィリビンでもそうでしたが，どんな田舎にいって

も，華きょうの店があり，国内の小売商業は華きょう

とインド人ににぎられています。

野莱や肉類の流通過程が整備されておらず，クナナ

リプのような首都でさえ，近郊農民が馬車に放んで霧

店市場にもってきて売るので，規格品質がまちまちで

す。アラウートでは人口が 100人くらいのせいもあっ

てか，市場のよこで牛を店殺して売るので市場の前に

ほ牛の頭蓋骨がゴロゴロしています。

華きょうがはいっているせいか（華きょうは小売商

もやり，野菜園や投豚も経営している），野菜は種類

が豊宜です。果物もバナナ，バイナップル，マンゴー

とおきまりの熱術果物のほかに，いまはリンゴ，ブド

ゥ，モモ，巴旦介が沢山でています。品質ほよくあり

ません。

流通機構ぱ整備されていないし，雨季になると道路

は通れなくなり，運搬不能で，染民は自分が食う分を

作ればよいという気持ですし，商品生産にまで至らな

いようです。 Plantation以外で作っても，マーケット

がないからでしょう。こちらにくる前に，マダガスカ

ル人は無気力だと聞いてきましたが，売るところがな

ければ作る気にもならないのが当りまえかもしれませ

ん。

正月の年始に日本大使館を訪ねましたが，その折に

アズキをこの国で作らせてH本で買ったらいいと思う

が，アズキの生産が可能だろうかと聞かれました。中

部山地々帯ですと，十分とれるし，すでに IRAMで

作った経験があるので，あとほ農民と契約栽培をすれ

ぱよいでしょうが，日本のアズキ代議士が輸入をみと

めるだろうかときいてみましたが，大使館の人にもそ

の自信はなさそうです。

この中部山地々帯ほ，熱帯というよりも，むしろ温

帯に近い感じです。沖戟土のところは，腐植も多く，

イネが主ですが，何を作ってもよくできます。トウモ

ロコシも雨季に作っていますが，東南アジアのような

露菌病の心配がなく，恵まれています。イネほ無肥料

で作りますが，平均2トン/haとれて，フィリ I::.ツょ

りもよくとれています。田に流れこむ水が，真赤です

し，丘陵地から多屈に溶脱された投分をもたらすから

でしょう。イネはジャワに多いパリラバ系（マルガッ

シュで，バリはコメ，ラバは長い，長い米，ロングレ

イン）で，私たちが時々食ぺる品種ほ MK(マカリュ

ク）とよんでいます。味ほよい方です。

田植はほとんど女性です。男は動作があらいからで

しょうか。それとも宗教的な慈味があるのがもわかり

ません。それでも，女性とはいえ，苗とりなど荒いや

り方で，半分以上切り苗になってしまうのでばないか

と思われます。 12月から田植が始まり， 2月の中旬

に至る今でも続いています。 IRAMの研究者の話では

もうおそすぎる（熟期が 6月．一番寒い時期になるか

ら）ということでしたが，今年は異常天候で雨季の始

まりが 1月になり， 田植がおくれたせいでもありま

す。

イネの栽培は東南アジアと似たりよったりで，別に

目新しくもありませんが，畑作は，いわゆる焼畑農業

です。雨季に入ると，・丘陵地のあちこちで，火の手が

あがり，切りおとした枝葉を焼き払います。夜ほ，遠

くから山火事のように夜空をこがして美しくみえます

が，このあと先のとがった棒で地面を突いて穴をうが

ち，種をおとして足で土をかぷせるだけです。無肥料

で焼いた草木の灰しか肥料はありませんから，最初の

年ほ，インゲンかラッカセイのマメ科作物を植え，チ・

ッ素を土に取り入れたのち，二年目にトウモロコシ，

丘の上の乾くところでほソルガムを槌えるようです。＇

そのあと，マニオク（キャッサバ）を植えるようです

が，畦をたてたり，播種機を使ったりするわけではあ

りませんから，生えてきたトウモロコシやラッカセイ

をみると乱雑なものです。両方とも， haあたり 1ト

ンとれるかどうかといった有様です。

それでも，イネが作れ，あるいほ雨季にトウモロゴ

シやマニオクが作れるのは恵まれた地帯で，西南部の

年降雨量 500mm以下， 300mm以下というところに

ゆきますと，もう半砂淡地帯で作物栽培ほ不可能にな

ります。植生も，カククスやアロイデのような乾生植

物で，野草もサンクリス（バッフェルグラス）の乾性

形態化したものになります。この地帯では，山羊とゼ

プの牧畜で業をなしており，乳製品（ヨーグルト）を

よく作っていました。そのためか，人種がちがうため

かよくわかりませんが，イナ作地帯の人間よりも長

身の人間が多いようにみうけられました。 • 

IRAM (マダガスカル農業試験場）と農民との関係

は，そもそも !RAMをフランス政府が 20年前にアラ

ゥートに始めて設立した目的は，アラウート湖のほと

りに入植したフランス人コロニーのために，よりよい

イネ新品種を育成するためでした。東部海岸のクマク

プにも IRAMの試験地があり，こればイネの世代短

縮のために設けられ， ここ 20年の問に， イネをはじ
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め， トウモロコシ，マニオク，ラッカセイなど，新品

種を出してきましたが，農民たちにとって新品種は商

品生産までに至らないので，あまり興味はなさそうで

す。 （言葉が通じないので推察） もっと流通組織が確

立されて規格化，商品化を迫られたら IRAMにも，

興味を示すようになるでしょう。無肥料で，焼畑耕作

の現在でぱ，手持ちの在来種で満足なようです。

そこで，これからのマダガスカルの農業を開発する

にはどうしたらよいかですが……

コメは自給自足，一部はフランスに輪出してします

から，人口の増加分以上には生産する必要はないでし

ょう。コーヒー，カカオ，バニラなどのブランテーシ

ョン作物は60%以上をフランスに輸出し， これは世

界的にも供給過剰気味にあって，これ以上生産しても

プラジルのように焼きすてなければならなくなるでし

ょう。カカオはまだ余地があるかもしれませんが……

ここで東南アジアと比べて桁はずれに多いのは，ゼ

プ（コプ牛）です。しかも粗食に堪え，口蹄疫がない

ので，日本も食肉輸入をきめたいというのですから，

ゼプを大増産して，食肉供給基地になれば，ここの晨

業は大発展すると思います。そのためには，いままで

の野草放牧にかわって飼料作物の栽培が要求されます

し，もちろんトウモロコシ， ソルガム類の栽培も必要

になってきます。オーストラリアや，ニュージーラン

ド式の乾燥地々帯の飼育法をとり入れたらよいのでほ

ないかと考えます。それにしても，放牧は非常に効率

が悪いので，採草飼いや，淡厚飼料を与えることを考

えるとよいでしょう。すでに日商岩井がその Project

を考えて，江原先生はじめ飼料作物の専門の方々が昨

年調査にみえておられますから，早晩実現されると思

います。

こういった慈味で，マダガスカルの晨業は，東南ア

ジアにないものを持っていると思います。距離的に遠

いことが欠陥ですが，最近の冷凍船をもってゆけば，

輪送の問題も片ずくでしょう。問題はやはり，マダガ

スカル側で，それに対応できるだけの生産体制，流通

機楷出荷体制ができあがるかにあります。日本から円

借款をうけるか，世界銀行から金を借りるかしなけれ

ぱ，それに技術者も日本から出向いてゆかなければ，

なかなか政府の腰はあがりそうにありません。そうい

うことで，フランス語，マルガッシュ語ができないと

現地指荘も，政府との交渉もできにくいということに

なります。もし日本がマダガスカル森業の開発に乗り

だすつもりであれば，長期的な視野で，フランス語，

マルガッシュ語を話せるように技術者を投成して出さ

なければ慈味がないと思います。

（熱帯農業研究センクー 在外研究員）

マレイシアのかんがい排水

林

「東南アジアの優等生」といわれていたマレイシア

に突如として起った暴動の直後， 1969年5月26日厳

戒下のクアラルンプール飛行場に降り立ってから，は

や一年数ヶ月になる。日本では大東亜戦争時代を除い

て，部分的にぱ警察機動隊による規制が行なわれたか

も知れないが，全市ないし全国にわたる非常事態宜言

や外出禁止などは発動されたことがないので，空港か

ら市内へ輸送される装甲車の中から眺める人影車影の

ない町の印象ほ強烈であった。関係機関への挨拶廻り

をすませて任地のアロースクーヘ府任したのは5月30

Uであった。

ここほマレイシア・クイ国境に程近くノースマレー

シア（北馬）といわれ，マレイシアの穀倉地帯でこの

国としてほ画期的なムダ河かんがし計画の中心地であ

る。表題にほマレイシアのとしたが前述のように地理

的にかたよっており，中央にして全国を眺めてしるの

党

と立場を異にするので以下に述べる観察もあるいは当

を得ていないことがあるかも知れず，その点あらかじ

めお断りを申し上げておきたい。

ムダ河かんがい計画

この計両についてほ私の前任者杉本氏が，熱研集報

No. 15に若干報告されているのでそれをも併せてご

覧頂ければ幸いである。 この計画は 1965年後半に契

約がなされ翌66年から土木工事が開始された。 この

計画には幾つかの省にまたがる 10以上の局が関係し

ており，例えば股業土地省関係でもかんがい排水局，

晟業局，水産局，林業局等々が関係している。事業費

2億 4百万マレイドルの大半はかんがい排水局による

基幹工事費で，その内訳は貯水池関係 6千万マレイド

ル，頻首工，水門，幹線水路関係 6千万マレイドル，

地区内かんがい排水整備関係 6千万マレイドル，その
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